












の提唱者である Bowlby（1969a, 1969b, 1973;　Holmes, 
1993）は当時ノーベル医学・生理学賞を受賞した






































A guiding principle of attachment research from the standpoint of adaptation
Nario IHARA  （Waseda University）
　The author seeked to clarify the guiding principles for future attachment research by returning to the origins 
of attachment research and contemplating four different perspectives, (1) the balance between attachment and 
exploration(independence), (2) the model of the change of the attachment styles, (3) the recognition of war and 
catastrophic events as the background of attachment research, and (4) the social framework of attachment research.The 
auther also examined the fundamentals towards establishing future guidelines.
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　Figure 1 は attachment の分類であるが，問題になる
度合いを基準にして考えたものである（基準 1）。
Attachment の型でいうと B，A，C，D 型の順に問題度




















　Figure 2 はこの 1983 年の調査による分類である（現
実基準による分類，分類 2）。











家庭のものであり，A，B，C という 3 つの型に分類
され，それが基本になってきた。ところで最近（2018
年）筆者らが 98 名の大学生に行ったものでは，A，B，
C が 実 数 で 16：55：27，（16．3%）：（56.1%）：（28．
6%）である。繁多の 1983 年のもので A，B，C が
（6.2％）：（79.2％）：（14.6％）であるから A の回避型が
約 3 倍に，C のアンビバレント型が約 2 倍に増えてい
る。つまり A の回避型が 3 倍に増えたという結果であ





宅らの追跡，2009 年では 19 歳，大学生くらいになっ
た人は，A，B，C で（5.2％）：（85.7％）：（9.1％） で安
定型は 8 割もある。（A と C はまとめて不安定型とし















　次に Figure 3 は最近の attachment タイプの分類であ
Figure 2　アタッチメント分類 2（現実基準：繁多 1983 による）。
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